
いま知りたい
口腔がんって何だろう
先日、タレントの堀ちえみさんが「舌がん」を公表されたことで話題になった口腔がん。当院で
も口腔がんに対する問い合わせや検診の申し込みが急増しています。
これまで多くの方は、お口の中に「がん」ができるというイメージはあまりなかったと思いますが、
実は日本では毎年約 7,000 人の方が、口腔がん（咽頭含む）で亡くなられています。

口腔がんの死亡率は 46.1％
アメリカをはじめ先進諸国では、口腔がんの早期発見・早期治療が積極的に行われているため、がんになる確率は高
くても、死亡率は減少傾向にあります。一方、日本ではほかのがんに比べて口腔がんの認知度が低いため、受
診した時点では、進行している場合が多いのです。その死亡率はアメリカ（19.1％）の約 2.5 倍（46.1％）にも達し
ています。口腔がんから大切な命を守り、いつまでも健康で快適な生活を送るために必要なことは、口腔がんの認
識、予防、早期発見、早期治療です。進行してしまうと、命を救うために手術で目や舌や顎の骨を切除しなけれ
ばならなくなり、食事や会話がとても不自由になるばかりでなく、顔の形が大きく変わってしまうこともあり、外出
するにも支障をきたします。

罹患年齢など

原因 生活習慣：喫煙・飲酒、刺激物の
過剰摂取など
口腔内問題：歯列不正、義歯の不
適、詰め物・被せ物の不適、舌・
顎の圧痕、など

口内の異変に気づきましょう

  　 初期の自覚症状はほとんどありません

最も多いのが口内炎の痛みです。痛みが続く、
食べ物や飲み物がしみる、違和感がある、首の
リンパ節が腫れる、なかなか口内炎が治らない、
といった症状が出てきたときは注意が必要です。

　  舌や粘膜の変色に注意しましょう。

ほかにも、しこりがある、ざらざらした突起・
潰瘍、口の中の痛みしびれ感、物が噛みづらい、
飲み込みにくい、話しづらい、顎や舌を動かし
にくいなどの症状が現れます。

濱谷歯科医院では、アメリカで早期発見
に絶大な効果を発揮した「VEL スコープ」
による「痛くない検診システム」を導入
しました。また、検診結果を東京歯科大
学水道橋病院の口腔外科と共有し、「常に
変化がないか、進行しないか」を確認す
ることが出来る医療連携を結びました。
地域の皆様が「100 歳まで健康に暮らして
いく」ために濱谷歯科医院の新たな取り
組みです。

●費用：（当院患者様の場合）4,000 円（税別）
（検診のみの患者様の場合※）10,000 円（税別）
※歯科人間ドック（唾液検査・口腔内検査含む）
として承ります。

検診は痛みはありません

がんのできやすい場所

年齢や性別に関わりなく、どなた
でも発症する可能性があります
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